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熱中症対策ガイドライン

１ 「熱中症」とは

高温多湿な環境下で，体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩れたり，

体内の調整機能が壊れたりするなどして発症する障害のこと。

２ 「熱中症警戒アラート」とは

熱中症予防のために，２０２０年から気象庁と環境省が発表している情報のこと。

３ 「熱中症警戒アラート」の発表基準とは

暑さ指数（ＷＢＧＴ）が３３以上になると予測した場合に環境省・気象庁によって発

表される。

※ 教務主任が，暑さ指数の情報を，職員室前面黒板に示す。

※ 暑さ指数の情報を基に，校長が対応を決定する。

※ 校長が不在の場合は，教頭及び関係職員で対応をする。

熱中症予防のための「熱中症警戒アラート」について
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４ 情報の伝達イメージ

５ 発表時の熱中症予防行動例

○ 不要不急の外出を避け，昼夜を問わずエアコン等を使用する。

○ 高齢者，子ども，障害者等に対して周囲の方々から声掛けをする。

○ 身の回りの暑さ指数（ＷＢＧＴ）を確認し，行動の目安にする。

○ のどが渇く前に，こまめに水分補給するなど普段以上の熱中症対策を実践する。
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６ 熱中症の応急処置

「 熱中症を疑う症状はありますか？」

★ めまい・失神

★ 四肢の筋や腹筋がつり，筋肉痛が起こる。

★ 全身倦怠感，脱力感，めまい，吐き気，嘔吐，頭痛等が起こる。

★ 足がもつれる。ふらつく。転倒する。突然座り込む。立ち上がれない。等

はい

「呼び掛けに答
救急車を呼ぶ

えますか？」

いいえ

涼しい場所へ避難し，

服をゆるめ体を冷やす

涼しい場所へ避難し，
「水分を自力で摂 いいえ

服をゆるめ体を冷やす
取できますか？」

はい
①氷水・冷水に首から下をつける。

水分・塩分を補給する。 ②ホースで水をかけ続ける。

③ぬれタオルを体に当て扇風機で冷やす。

はい

「症状がよくな 医療機関へ
りましたか？」 いいえ

はい

そのまま安静にして，

十分に休息を取り，

回復したら帰宅しましょう。

チェック１

チェック2

チェック3

チェック4

効果的な冷却方法


